
「口蹄疫＠ウィキ」にようこそ

このウェブサイトは、平成22年に宮崎県で感染が確認された「口蹄疫」に関する情報サイトです。 
全国のテレビや新聞に乗せてない情報などもあるかもしれません。 
ぜひとも、ご活用ください。 

「口蹄疫」非常事態宣言 

【重要】宮崎県が「口蹄疫」非常事態宣言を発令しました 
宮崎県民のみなさん、畜産農家や不要な外出は極力控えましょう！ （管理人） 
詳しくはこちら 
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋ 

口蹄疫は、人間には感染しません。現在市場を出回る宮崎県産を含め、日本産の食肉は安全です。
感染しないからといって、感染が確認された畜産農場や埋没作業所、消毒ポイントに足を運ぶ人が増えています。
人間自体が感染経路となり、被害が拡散することも予想されますし、現地で作業をされている作業関係者に多大な迷惑がかか
ります。 
見学等はしないようにお願いします。

現在時点の被害(6月17日現在、290例目まで集計)

感染家畜数： 577+ 頭
※254例目以降は臨床症状のみで疑似患畜を判断しているため、感染例件数を加算した上で「+」を付加して記載しています
殺処分対象数：合計 193,473 頭
宮崎県・熊本県・鹿児島県の一部地域にて、消毒ポイントが置かれています。
感染場所をプロットしたgoogleマップ
感染場所の拡大プロセスのgoogle earthデータ

リンクについて（管理人から）

口蹄疫の情報を知らせるため、リンクを張っていただいている方がいらっしゃり、感謝しております。 
今まで書いていませんでしたが、 当サイトはリンクフリー とさせていただきます。 
また、リンクしたという報告も必要ありません。 
リンクを張る際は、次のことにご注意ください。 

リンク名は「口蹄疫@ウィキ」で統一していただきますようよろしくお願いします。
リンク用アドレスは「http://www23.atwiki.jp/kouteieki/」（トップページ）です。

更新について

要望があったため、編集権限を全員に認めています。 
編集される方は、ソースを確認しながら編集してください。 
（詳しくは、こちらのページをご覧ください。） 

更新情報（最近5日分）

過去の更新記録はこちら

6月17日 殺処分統計に、281～290例目追加。
6月10日 殺処分統計に、277～280例目追加。
6月6日 殺処分統計に、276例目追加。
6月6日 殺処分統計に、275例目追加。

募金窓口

支援活動 に掲載しています。 

トピック

過去トピックは 口蹄疫の発生状況、報道 、支援活動 他へ移動 



5月29日 ムッチー牧場からも発病の模様 
とうとう・・・・ | 川南町のムッチー牧場だよ～ん。 

5月29日 種牛を殺処分すべきか否か、評価分かれる 
FAO主席獣医官、「殺処分、慎重に」 
日本経済新聞電子版は29日、『「種牛の殺処分、慎重に」国連機関の主席獣医官』と題した記事 を掲載した。会員限定記事である
が、2chコピペソースによれば次のとおり。 
『国連食糧機関(FAO)の主席獣医官のファン・ルブロス氏は29日までに、日本経済新聞に対し、宮崎県で口蹄疫に感染した可能性
がある種牛が全頭殺処分されることに関して「慎重に対応すべきだ」と述べた。理由について同氏は「殺処分は感染の初期段階
では非常に効果的だが、拡大した今は長期的な視野を持つ必要がある」と説明。「殺処分は（畜産）資源に大きな損失をもたらす
とも語った。』 
全国肉牛事業協同組合他、「言語道断の行為だ」 
一方、産経は29日、「【口蹄疫】エース級５頭も処分求める　生産者団体」と題した記事 を掲載した。全国肉牛事業協同組合と日
本養豚協会は「生産者に対する裏切りで、疫学上あり得ない言語道断の行為だ」などとする抗議文を発表し、5頭の優良種牛の処
分も要求している。また、TVソース(情報7daysニュースキャスター)では、感染拡大は宮崎県が迅速に対応しなかったことが原因で
あると強く非難している。 
全国肉牛事業協同組合は、全国の牛の肥育頭数の30%以上を占めるとされるが、日本を代表する団体ではない。2月9日、民主新政権
により「政策会議」が開かれ、畜産・酪農関連団体からのヒアリングが行われたが、その団体に全国肉牛事業協同組合が含まれる
一方、JA(農業協同組合)などの団体は含まれなかった。 ヒアリング団体の選出には、民主党幹事長室の判断があったことが明らか
となっており(農政・農協ニュースより) 、このことから、全国肉牛事業協同組合は民主党に近い団体であると、2chでは指摘されて
いる。 

5月26日 宮崎支援のツイッター募金始まる 
緊急災害支援ツイッター募金 

政府民主党、国連の口蹄疫専門家チームの受入れ拒否！ 
2010.05.26　　 
【ＮＨＫ】http://www3.nhk.or.jp/news/html/20100526/k10014684491000.html（※更新により元URLはリンク切、下のキャッシュ
を参照） 
http://webcache.googleusercontent.com/search?q=cache:http://www3.nhk.or.jp/news/html/20100526/k10014684491000.
html&hl=ja 
http://megalodon.jp/2010-0526-1241-58/www3.nhk.or.jp/news/html/20100526/k10014684491000.html 
“口てい疫 封じ込め徹底を” 
ＦＡＯで家畜の感染症対策に当たっているルブロス主席獣医官は（中略）「国連として日本に対し専門的な支援を行いたい」と
述べ、日本政府から要請があれば助言のために国際的な専門家を派遣する考えを示しました。これについて農林水産省の担当者
は、ＮＨＫの取材に対し、「今は日本としても感染対策を懸命に行っているところであり、今後、必要であれば受け入れを検討した
い」と述べ、 ＦＡＯに対し、現段階では専門家を受け入れる考えはないと伝えたことを明らかにしています。 
※5/26現在、国内報道は他に確認できず。 

2010.05.24 【新華社（中国メディア）】 
停滞的な日本政府の反応は口蹄疫の広がりに燃料を供給 
(原文)The Food and Agriculture Organization of the United Nations, which is still awaiting an official request from the Japanese
government for advice and support despite readying their experts to be deployed to Japan to assist, have slammed the Japanese
government’s inability to respond swiftly enough to effectively identify and take the necessary measures to counter the rampant
disease. 
(和訳)国連食糧農業機関は、病気に必要な対処を十分速くできない日本政府の無力を酷評（※slammed）しており、疾病のエキス
パートを準備しているが、 日本政府からの公式支援要請待ち である。 
http://news.xinhuanet.com/english2010/health/2010-05/24/c_13312492.htm 
●機械翻訳http://livedoor.amikai.com/amiweb/browser.jsp?url=http://news.xinhuanet.com/english2010/health/2
010-05/24/c_13312492.htm&langpair=1,2&c_id=livedoor&lang=JA&toolbar=yes 

2010.05.21 【共同通信/毎日新聞　英字版】 
【ローマ共同】日本政府は、宮崎県内で拡大している口蹄疫封じ込めのため、国連食糧農業機関(ＦＡＯ)が派遣を提案した口蹄疫
専門家チームの受け入れを断った。在ローマ日本大使館を通じて 21日までに、 ローマのFAO本部に伝えた。日本側は「ワクチン使
用などの対策を行っている最中で現在は受け入れを考えていない」とした上で「今後もFAOから適切な助言を得たい」と答えた
という。FAOのファン・ルブロス首席獣医官は、世界の口蹄疫封じ込めの経験と知識を持つFAOが、助言や勧告のため日本に専門
家チームを派遣する用意があるとの提案をしていた。 
http://mdn.mainichi.jp/mdnnews/national/news/20100521p2g00m0dm040000c.html 
(原文)Meanwhile, the Japanese government has declined a proposal by the U.N. Food and Agriculture Organization to send an
expert team to contain the escalating infection in Miyazaki. 
(和訳)一方、日本政府は、宮崎で拡大している感染症封じ込め専門家チームを送るという国連食糧農業機関による提案を断りまし
た。 

5月21日 西都市で擬似患畜発生 
「とうとう西都市にも擬似患畜が拡大した。西都市は、先日、エースクラスの種牛を移設した所である。」 
東国原知事のTwitterより引用 



みやざき物産館

(社)宮崎物産貿易振興センターが運営する「みやざき物産館」では、宮崎県内の食料品、工芸品を展示、販売しています。東京新宿、
大阪駅前、福岡市天神に支部があるほか、ネットでも購入できます。物産館で買って飲んで食べるだけで、宮崎を支援できます。 
○みやざき物産館／東京・大阪・福岡支部の住所 
○新宿みやざき館KONNE 
○天神みやざき館KONNE 
○みやざき県産品オンラインショッピング 

事実誤認（デマ）にご注意！

自殺者 
江藤拓議員（自民党・衆議院宮崎2区）によれば、5月6日に尾鈴農協で確認したが、 現時点では 自殺された方はいないとのこと。 

GREEブログ5月6日・コメント欄の江藤議員本人発言より

家畜疾病経営維持資金融通事業 
（社）中央畜産会の事業。平成22年4月30日に民主党政権によって仕分けされたとする噂があるが、事実誤認（デマ）の可能性ア
リ。 
但し、別事業ながら （社）中央畜産会ほか畜産関連の独立行政法人や社団法人の事業が仕分けされたことは事実 であり、これが
原因で動きが鈍くなっていると産経新聞(2chスレ)が報じている。 

農林水産省平成22年4月30日プレスリリース口蹄疫発生に伴う追加対策についての添付資料、口蹄疫発生に伴う関連対策
(4/30)（PDF：238KB）の3ページ目に「家畜疾病経営維持資金融通事業（融資枠拡大等）」とある。つまり、本年4月30日に
口蹄疫対策として融資枠拡大が公表されたのであって、廃止ではない。また、平成22年4月23日、26日、27日、28日の事業仕分け
は確認出来るが、4月30日に事業仕分けが行われた事実が確認出来ない(事業仕分け (平成22年4～5月) | 内閣府 行政刷新会議
:)。
行政刷新会議「事業仕分け」第３WG 評価コメント(PDF)が仕分けの根拠とされている。しかし、

1. 当該仕分けは平成21年11月24日である(第3会場評価結果・議事概要の11月24日部分を参照)。
2. （社）中央畜産会の事業「畜産特別資金融通事業基金」および「産業動物獣医師修学資金基金」は仕分けされているが、
「家畜疾病経営維持資金融通事業」は議事対象ではない。

3. 当該仕分けは「事業」の仕分けであって、（社）中央畜産会を解散させるものではない。
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